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　欧洲の戦箏は，波面虚威から始まって，デンマルク，ノルエ1，オランダ．

ベルギ1の各國を席巻し，最近には，とうとうイタリヤも参回して了つた．も

はや，こうなると，形式上，職耐に見舞はれてるないのは，スエ1デン，スヰ

ス，スペイン及びバルカン諸國だけぐらゐで，實に驚くべき二二である．只，

アメリカだけは當分こうした戦雲を避けて，亭和な生活をしてみる．我が國も

東亜大陸が安定しないかぎり，勿論，非常時膣制ではあるが，しかし，幸ひ，

國内は雫穏であるから，詮術の研究も自由に行はれてるる．

　アメリカの天文學會（American　Astronomical　Society）が來る九月に・

Wellesley女子大學で開かれるとv・ふ通知が，去る六月10日に到着した．恐ら

く回れは五月中旬に焚逡された通知であらうし，此の通知の原案が決定したの

は四月末又は五月初であらう．學會の例會プログラムが（下記の如く詳細に）

牛年も前に決定したのは，アメリカ式の早や手まはしとも老へられるが，しか

し・大憲あたりは夏期休暇があって，通知が後れては，届きかねる心配もある

のであらう．それにしても，例年の通知よりもよほど早v・．通知状にも断って

ある通り，多分之れは，世話すきなDuncan，　Maxwe11爾氏が，サツサと・

やりお・ほせた仕事であらう．肝腎のSecretaryたるMcLaughlin氏は“私は

凡署名をしただけだ”と言ってみる．

　ついでに，欧米人のやる學會なるものが如何なる形式で行はれるかとV・ふこ

と（學者の生活の一断面）を紹介したい・（わが國の學會には未だ々kアカヌケ

のしない封建士風や，東洋流のものがある・）一一アメリカ天文二二は専門天文

學者の會で，現時は前リク天：文嘉長R．G・Aitken博士が會長であり・シカゴ

博物館のFox，ヰルソン山天文毫のHubble雨博士が副會長・ミシガン大學

のマクラフリンー博士が幹事である．今回は前記エレズリ大學天文室長ドンカン

博：士の招待により，摩る九月11日から同14日まで，同大學で開かれることにな

ったものである．會合の次第は
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九月11日（水曜）

　　午後　　　　参加會員の登録，宿所の決定，大學構内グラウンド及建築の参観．

　　〃　4：00　　ドンカン塁長の招待により，大弓天丈毫で御茶の會・

　　〃　8＝00　　Green館にて評議員會；大學天文塁公開・

九月12日（木曜）

　　噛午前9：00　下向式：大學総長McAfee博士の歓迎僻；エイトケン會長のZZ＄f；

　　　　　　　　其の後，研究論丈日表會．

　　午後12：00　　一同，記念罵眞撮影・

　　　　2：00　　研究論旨級表會・

　　夕刻　　　　催しもの．

九月13日（金曜）

　　午前8：30　　Green館にて評議員曾．

　　　　9・00事務會・役員改愚エイトケン二軍退職蹴洪後薪究論文襲輸．
　　午後2：00　　研究論文登表面．

　　　　5：00　音無會．
　　　　7：00　　言已念晩・餐會㌔

九月14日（土曜）

　　午前　　H・・va・d學院天鰹の0・k　Ridg・観測所（エ”ズリより約30哩）に

　　　　　　　　遠足．設備の滲観，共後，附近の某私立博物館参観．

　　午後12：30　オ1ク・リヂ村でビクニク（ハiバ1ド天文窒の厚、意）

　“エルズリ”は米國第一の有名な女子大學で・自分は英子と共に1924年の春2

回ばかり訪ねたこともあり・ドンカン教授は其の當時からこの天文豪の峯長で

あった・ボストン市から西南へ15哩・“ボストン・オルバニ鐵道”の便宜があり，

エルズリ恥ら輝まで酌靱の道である・・んどの天輝會の糊は吠

學の最新最美のSeverance　Ha11といふ寄宿舎で・其の一階には夫人同伶者，

二階は軍学婦人・三階は輩猫男子の會員の宿泊所にあてられ・宿泊食事全部で

各人10弗となってみる・市内Vaは叉・大學から丁丁でWellesley　lnn　a　h＄、ta　・

館（62室，一泊2施弗・食事は別）があるし・ボストン市のKenmoreホテル

も亦會員のために特別割引（軍猫一泊3y，弗・二人5弗）をする・樹・セヴラン

ス館で食事のみ探る人は・ランチ60仙・普通デンナ85仙・晩餐會費1・25弗．其

の他，市内各所や・學内の“The　Well”と呼ぶ所でも食事のサ1ギスはある

研究論嬢表會はPendleton　Hallと呼ぶ學内最新の瀧で開かれ・詐議員會

はGreen　Hall内の理事室が用ゐられる・焚表すべき論文は七月25日までに幹

事の手に屈けられるべきで・獲表時間は10分以内・2論丈以上を提出する場合に

は優先順を附すること．又，論：文抄略を作成し置くこと．各天：文i皇の毎年報告

文は昨年七月1日以後の一ケ年を報告することとし・會のPublication第10巻

第2號に載せるため・會合の絡了後一週間以内に幹事に提出すること・勘副

いろ々kが書かれてある．
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　エルズリは米國マサチュセツ州で，米國の：文化圏内にあり．過去二三年來，戦

蘭Lを遜けて目下隊洲より渡來してみる天文學者も多いので，此の會合は恐らく

履はうととであらう．

○關西で，槻測など熱心にやってみた若い一會員が，近頃東京に引き移ったと

ころ・：或る方面から本協會の悪口を聞かされ，大に憤慨してみるとV・ふ通知が

あった・由來，東京は（殊に記者仲間には）口の悪いのが澤山あるのであるし，

東京天娘員中rcは，先輩のなりして，後輩の京都や鰍の天煙（及び天文

峯員）を指導する代りに，悪口雑言を常として，丁目の進歩を妨げ，學術の品

位を傷け，他人の研究を嫉妬する悪徳天文家が少なくないのであって，十歎

年來，との種の二二を泊二等は知ってみるが，自分等は決して彼れ勤眞

似をせす，悪口に報みるに悪口を以てしない方針を堅持してみる始末である．

しかし．山武なる本気員中には，此の種の悪徳義者に始めて接して，驚かれる

人もあらう．崇高なる天文學をやってみる人々でも，之れが職業となれば，忽

ち堕落して，凡人以下の下劣輩になって了ふものがあるものである．こんなも

のを相手としないだけの態度と勇i氣とが必要である．

○婁が病氣で，入院中，自分は此頃殆んど京都を離れて，いなか暮しをしてみ

る・お蔭で，いなかの美しい星室に毎夜親しむことが出來て，幸ひである．そ

れにつけても，近代の大都市とV・ふものは：，霊となく，夜となく，室の察氣を

汚すこと甚だしく，箪に之れは天文観測者たちの槻望を妨げるといふのみに止

らす，人の生活の健康性を妨げ，紳経を鈍らせる意味に於いて，張れは現代の

重大問魎である．何とかして，もっと衛生的な環止竜に，人類は生活心乱なV・も

のカ1・　？！せめて，＝ウヨ1ク市の如く，　rmpだけでも完全に放逐する肚會を，我

が國にも早く作りたいものである．（1940・一6－12）
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